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「
あ
り
が
と
う
二
十
四
節
気
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（
清
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英
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書
画
 
落
合
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雪
吊
も
●
J
 
 

こ
う
L
t
事
ご
許
た
一
日
が
 
 
 

さ
よ
う
‡
き
車
「
 
乙
㌔
丁
人
 
よ
l
リ
ガ
と
う
 
 
 

こ
人
㌔
い
た
（
雲
が
†
7
テ
‡
い
ち
わ
ろ
 
 
 

わ
た
し
G
セ
よ
 
象
り
ガ
と
う
 
 

よ
l
′
が
と
う
 
が
け
霹
1
．
●
噌
は
 
 
 

い
つ
‡
て
‡
 
セ
に
積
ろ
■
和
頭
G
●
鳴
 
 
 

い
つ
†
‡
ど
こ
7
‡
 
討
l
＝
†
‡
 
 
 

よ
l
∫
が
と
う
 
と
言
・
て
ろ
噌
 
 
 

セ
ガ
酔
っ
「
ろ
 
涼
、
ノ
「
ろ
 
斉
し
「
ろ
 
 

ー
坪
の
t
て
っ
下
が
∴
∵
も
慕
l
ニ
 
よ
l
，
打
と
う
 
 

じ
ん
ち
ょ
う
げ
 
 

や
わ
・
r
升
七
看
り
‡
漂
わ
才
丑
丁
●
什
l
＝
 
よ
l
一
が
と
う
 
 
 

も
い
し
い
科
確
言
 
よ
l
′
が
と
う
 
 
 

九
⊥
止
す
こ
γ
†
し
（
う
つ
‥
て
よ
匂
よ
 
よ
り
が
と
う
 
 
 

ド
ア
－
‡
よ
け
「
（
か
「
 
よ
l
リ
ガ
と
う
 
 
 

ま
∴
リ
ガ
と
う
 
と
霞
き
l
＝
言
・
＝
ろ
要
升
七
云
 
 
 

よ
リ
ガ
と
う
 
言
責
き
に
ー
ぜ
け
▲
∵
れ
ろ
普
三
〔
㌔
吏
 
 
 

習
三
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
r
 
L
一
「
「
」
 
 
 
 
 
 
「
、
ご
「
 
 

6
月
1
6
日
（
日
）
、
龍
谷
寺
観
月
の
問
 
 

に
て
、
吾
画
家
の
落
合
勲
先
生
を
お
招
 
 

き
し
、
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 
 
 

落
合
先
生
は
、
銀
行
員
、
喫
茶
店
店
 
 

主
を
さ
れ
た
後
、
商
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
 
 

志
し
、
中
京
圏
を
中
心
に
「
イ
オ
リ
喜
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…
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…
澗
雫
∴
≡
…
．
等
．
、
。
≒
や
≡
√
≡
…
≡
据
皿
 
 

∴
 
に
4
2
名
の
方
が
参
加
 
 

密
∴
 
 
、
 
 

体
」
で
活
躍
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 
 
 

平
成
3
年
、
「
あ
り
が
と
う
の
会
」
で
 
 

清
水
英
雄
先
生
と
出
会
い
、
以
来
、
〝
あ
 
 

り
が
と
う
″
の
世
界
を
文
字
表
と
し
て
 
 

書
き
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
 
 
 

当
日
は
、
龍
谷
寺
の
椚
信
徒
を
中
心
 
 

乃＼く0  

1ユローワ日   

あLl束■凱1モさし  

、辞去  
叫＝紺雪濠宣言  

山 
馬絹三郎取   
掛l力・と㍉巾じ如、く  

さ
れ
先
生
の
措
か
 
 

れ
た
二
十
四
節
気
の
 
 

紙
芝
居
に
、
日
本
の
 
 

季
節
の
美
し
さ
や
忘
 
 

れ
て
い
た
季
節
ご
と
 
 

の
移
り
変
わ
り
を
再
 
 

び
感
じ
、
心
洗
わ
れ
 
 

る
ひ
と
時
と
な
り
ま
 
 

し
た
。
 
 
 

日
本
の
現
代
社
会
 
 

の
中
で
、
〝
あ
り
が
と
 
 

一
言
 
」
 
 

り
‥
 
 

－
－
1
 
 
t
 
 
▲
・
－
■
－
 
 
－
1
－
 
 

う
″
と
い
う
心
を
皆
が
再
発
見
を
し
、
 
 

随
所
で
〝
あ
り
が
と
う
″
の
言
葉
を
使
 
 

え
ば
、
よ
り
よ
い
社
会
に
な
る
の
で
は
 
 

な
い
で
し
ょ
う
か
。
 
 
 

参
加
者
の
方
た
ち
は
、
落
台
先
生
の
 
 

若
々
し
い
発
想
や
お
姿
に
接
し
、
年
を
 
 

重
ね
て
も
〝
あ
り
が
と
う
″
の
気
持
ち
 
 

で
前
を
向
い
て
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
 
 

を
感
じ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
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名
盲
韓
日
東
門
、
日
進
前
の
中
心
 
 

に
「
日
進
桜
再
（
奉
っ
ふ
う
）
萱
雲
 
 

が
あ
り
ま
す
．
）
小
高
い
禄
の
丘
陣
に
 
 

建
つ
睾
恒
一
は
、
百
は
桜
、
秋
に
は
円
 
 

か
㌍
う
と
こ
∴
り
か
・
つ
一
．
日
進
叛
‥
∵
 
 

苑
」
と
名
づ
け
ら
れ
ま
L
た
っ
 
 
 

お
寺
と
な
る
律
㌫
キ
は
、
問
㍗
 
 

5
0
0
年
七
迎
え
る
と
い
う
彗
H
パ
 
 

の
名
利
＝
聞
け
H
は
、
靡
県
H
武
と
伝
 
 

え
ら
如
、
そ
の
後
一
二
州
領
埠
慕
情
寺
 
 

3
隼
心
月
宗
光
大
和
尚
が
三
州
の
城
 
 主

・
渡
辺
マ
嗣
の
助
力
を
得
て
、
伽
 
 

藍
を
難
局
し
、
当
代
の
住
照
、
成
田
 
 

降
パ
て
3
8
世
と
な
り
ま
す
。
 
 
 

当
寺
の
3
6
世
は
、
市
‥
吊
※
巧
長
と
 
 

析
′
H
市
甲
声
」
争
Q
苗
詩
u
㌣
八
五
山
 
 

把
持
寺
の
胃
｛
わ
痛
め
ま
し
た
っ
 
 
 

す
で
に
約
8
0
0
興
わ
お
T
Y
い
」
伊
建
 
 

立
さ
れ
、
南
画
一
列
タ
イ
プ
の
新
』
 
 

而
「
第
一
二
フ
ロ
ッ
ク
」
が
好
評
準
皿
 
 

中
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
ご
見
学
く
だ
 
 

さ
い
。
 
 

ご
納
骨
の
前
に
 
 
 

ご
椚
母
の
日
暗
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
戒
名
（
法
名
）
 
 

を
粟
石
に
刻
み
ま
す
。
 
 
 

∪
く
な
ら
れ
た
方
の
戒
名
（
法
名
）
・
没
年
月
日
・
 
 

没
年
齢
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
認
印
を
持
参
の
上
、
現
 
 

地
案
内
所
ま
で
ご
来
店
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 
 
 

彫
刻
に
は
、
3
週
間
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。
 
 
 

墓
誌
の
な
い
石
碑
に
形
刻
す
る
甥
台
、
工
事
前
に
誓
 
 

抜
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 
 
 

ま
た
、
名
義
人
が
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
場
合
、
 
 

名
義
変
更
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
 
 
 

現
地
案
内
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 
 
 

期間 8月10日（土）～15日（木）  

全額 2，000円（税込）  
挿  

お参り前日、午前中までにご予約ください。  
※緑青・ローソク・マッチはご用意ください。  

墓
石
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
ま
す
 
 
 

琴
山
の
水
垢
汚
れ
や
文
字
の
ペ
イ
ン
ト
の
剥
が
れ
、
ス
 
 

テ
ン
レ
ス
部
材
な
ど
気
に
な
る
方
は
、
現
地
案
叫
所
に
ご
 
 

相
談
く
だ
さ
い
。
水
垢
取
り
、
ペ
イ
ン
ト
の
塗
り
替
え
な
 
 

ど
、
お
見
椚
り
を
い
た
し
ま
す
。
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【
平
成
諮
年
】
 
 
 

8
月
1
5
日
（
木
）
盆
大
施
餓
鬼
会
 
 

9
時
 
初
盆
供
養
会
 
 

1
0
時
 
盆
大
施
餓
鬼
会
 
 

盆
、
先
祖
供
養
を
ご
希
望
の
 
 

方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
 
 

梅
か
き
氷
の
ふ
る
ま
い
有
り
 
 
 

9
月
2
3
日
（
月
・
季
秋
彼
岸
供
養
会
 
1
0
時
 
 
 

1
1
月
2
3
日
（
士
・
祝
）
水
子
供
養
会
 
 
 

1
2
月
1
日
（
日
）
1
0
時
永
代
供
養
基
「
縁
」
供
養
会
 
 
 

1
2
月
3
1
日
（
火
・
祝
）
除
夜
の
鐘
打
鐘
 
 

【
平
成
誰
年
】
 
 
 

1
月
1
日
（
水
・
祝
）
元
旦
供
養
 
 

日
進
横
根
霊
苑
第
三
ブ
ロ
ッ
ク
東
側
に
永
代
供
 
 

養
基
「
縁
」
の
開
眼
供
養
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 
 

●
1
2
月
2
4
日
 
永
代
供
‡
基
「
繚
」
開
眼
供
養
 
 
 

【
平
成
2
4
年
】
 
 

龍
谷
寺
に
伝
わ
る
大
般
若
六
百
五
十
巻
を
転
読
 
 

し
、
1
年
の
無
病
息
災
を
祈
り
ま
し
た
。
法
要
の
 
 

後
、
等
曲
家
、
近
藤
直
子
さ
ん
と
お
嬢
様
、
尺
八
 
 

の
方
々
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
 
 

方
々
は
、
心
地
よ
い
琴
の
音
色
に
聴
き
ほ
れ
ま
し
 
 

た
。
 
 

●
1
月
－
日
 
元
旦
祈
祷
 
 

●
2
月
1
5
日
 
浬
斐
図
展
覧
 
 
 

江
戸
時
代
、
龍
谷
寺
に
寄
進
さ
れ
た
釈
迦
埋
葬
 
 

園
を
本
望
に
て
展
覧
し
ま
し
た
。
 
 

●
－
月
1
4
日
 
 

大
般
若
祈
祷
会
 
 

除
夜
の
鐘
打
鐘
 
 
 

新
し
い
年
が
よ
 
 

い
年
と
な
る
よ
 
 

う
、
大
勢
の
方
が
 
 

寒
い
中
、
除
夜
の
 
 

鐘
を
打
鐘
さ
れ
ま
 
 

し
た
。
住
職
は
本
 
 

尊
様
や
山
内
の
仏
 
 

様
に
元
旦
祈
祷
を
 
 

行
い
ま
し
た
。
 
 ●

3
月
2
0
日
 
春
彼
岸
会
 
 
 

香
の
彼
岸
供
養
は
、
大
 
 

勢
の
方
々
が
参
拝
さ
れ
、
 
 

ご
先
祖
様
に
感
謝
の
念
を
 
 

祈
ら
れ
ま
し
た
。
 
 

●
4
月
1
3
日
 
第
相
国
芳
桜
茶
会
 
 

ハ
ス
の
花
が
咲
き
ま
し
た
。
 
 
 




